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研究成果の概要（和文）：粒子線がん治療においては、腫瘍への線量集中性を向上させるために、ビームサイズ
を微細化させる傾向にある。この微細化されたビームにおいても、設計通りにエネルギーを変調できる2次元ハ
ニカム型リッジフィルタを開発した。従来の1次元階段型リッジフィルタでは、ビームサイズが小さくなると目
標とする線量分布を形成できなくなるが、2次元リッジフィルタではより小さいビームサイズでも目標線量分布
を再現できることを線量分布計算から確認できた。目標線量分布の再現性は、2次元リッジフィルタを製作し、
実際に照射試験を行った結果からも確認できた。

研究成果の概要（英文）：For particle radiotherapy, the current trend is to decrease lateral beam 
size to improve dose conformity in a tumor. We have developed a new ridge filter with 2-dimensional 
honeycomb geometry to simultaneously achieve both a decrease in lateral beam size and the desired 
energy modulation. We calculated dose distribution and found that the beam with smaller lateral size
 passing through a conventional ridge filter with 1-dimensional stepped structure cannot reproduce 
the designed dose distribution. However, we confirmed that using the new 2D ridge filter, the dose 
distribution was accurately reproduced. We actually manufactured the new ridge filter and also 
experimentally confirmed the reproducibility of dose distribution by the measurement.

研究分野： 医学物理学

キーワード： リッジフィルタ　スキャニング照射法　ビーム微細化　ハニカム型構造
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ッジフィルタと呼ばれるエネルギー変調装
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ームが通過する位置によってリッジバーの
厚さが異なるため、ビームのエネルギー損失
が異なり、エネルギーが変調される。リッジ
フィルタを使ったエネルギー変調では、ビー
ムが複数のユニットをカバーする空間的な
拡がりが必要だが、スキャニング法では、腫
瘍への線量集中性を高めるためにビームの
更なる微細化が世界的なトレンドであり、そ
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２．研究の目的
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本的に見直
構造を
ような六角形のリッジバーを整列させたハ
ニカム型リッジフィルタの開発を目指す。
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拡大幅よりもやや大きかったが、分布の不均
一性はなく、実用上の問題はなかった。
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